すが、 全くそう でもない らしいです。 あんな 場所で 周 

囲の 人の 顔 や 様子 を 見て いると、 みんな 浮いて 見え ま 

す。 男で も 女で もさ も 得意です。 その 時 ふと この 顔と 

この 様子から、 自分の 住む 現在の 社会が 成立して いる 

の だとい ぅ考が どこから か 出て 来て 急に 不安になる の 

です。 そうして 早々 自分の 穴へ 帰りた くな るんで す。 

そのと き はま だ 好い が、 次に きっと 自分 も 人から 見 

れば、 やっぱり 浮いた 顔 をして、 得意な 調子 を ふりま 

わして いるんだ ろうと 気がつく のです。 そうするとい 

かに も 自分に 対して 面目なく なります。 その 次に は、 

自分 の 浮気 や 得意 は y J の 場 限り で、 もう 少しす ると 平 



て 行けば 好い という 人が あるよう に、 芝居 も 大体の 構 

造なん か 眼中に おく 必要がない、 局部 局部 を 断片的に 

しょうがん 

賞翫 すれば よいと いう 説 —— 一 一宮 君の ような 説です 

が、 まあ その 説に 同意して みたら どんな ものでしょう _ 

それでも 賞翫 はでき ますが、 それ を賞翫 する に、 局 

部の 内容 を賞翫 する のと、 その 内容 を 発現す るた めに 

用うる 役者の 芸 を賞翫 する のと、 ほとんど 内容 を 離れ 

た、 内容の 発現に は 比較的 効能の ない 役者の 芸 を賞翫 

する のと 三 つ あるよう です ね。 

こうな つても 芝居の 好な 人 は、 やっぱり 内容に 重き 

をお いていない ようじゃありません か。 お 富が 海へ 飛 
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